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0　 は じめに

　近年 ， 日本語学習者 は増加 し， 多様化す る傾向 にあ る 。 学習者が学習困難 で ある と予想 され

る項 目の ひ とつ と し て 待遇表現が あげ られ る 。 待遇表現 は そ の 形式 も多 く ， 学習者に よ り必要

性が 大 きく異 なる こ とな どか ら指導す べ き形式の 確立 も困難で ある と推測 され る 。

　本稿 で は，ビジ ネス マ ン や接客業 に必要 な待遇表現 で はな く日本語学習者 の 日常生活 に 必要

な買 い 物や 銀行，学校 な どの 場面 で使用 され る待遇表現 とい う観点か ら，日本語学習者に指導

すべ き形式 を考察 した い 。 買い 物や銀行 な ど実際 の 生活場面で の 談話 に お け る待遇表現 の 形式

を分析 し ， そ れ をもとに 日本語教科書 に提出 され て い る待遇表現 の形式 の 見直しを行うととも

に ，指導す べ き待遇表現の 選定 を試み た い
。

1　 待遇表現指導 の 問題点

1，1　 こ れ までの研究 にお ける待遇表現 の 定義

　日本語教育学会編 （1982）に よる と待遇表現 とは 「話 し手 ・書 き手が ，人 間関係 へ の 心配 り

の もとで
， 話 した り書 い た りする こ と

， また
， その 言語形式 と して の 語句や 文 。 人間関係 へ の

配慮 の もとで の 言語表現 。 」 と定義されて い る 。

　蒲谷 ・坂本 （1991）は 「待遇表現 とは
， 表現主体が ， ある表現意 図を ， 自分 ・相手 ・話題 の

人 物相互 間の 関係 ， 表現場 の 状況 ・雰 囲気，表現形態等を考慮 し，それ ら に 応 じた表現題 材，

表現内容 ， 表現方法を用 い て
， 表現する 言語行為で ある 。 」と定義 し て い る 。 前者の 配慮の 対

象は人 間関孫 の み で ある の に対 し，後者 は表現場所や表現形態 も考慮の 対象 と して い る。同 じ

人物 に 対する言語表現で も，公的な場所 と私的 な場所 で は表現が 異 なる こ となどか ら表現場所

が 配慮 また は考慮の対象となる こ とは明 らかで ある 。 表現形 態に つ い て も同様の こ とが 言 えよ

う。 また ， 前者は言語表現 の みを待遇表現 として い る の に対 し，後者は言語行為 も待遇表現 と
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して お り，待遇表現の範囲を広 くとらえて い る と言 えよう。

　菊地 （1989）は 「基本的 に は同 じ意味の こ とを述 べ る の に
， 話題の 人物／ 聞 き手／場面な ど

を顧 慮 し，そ れ に応 じて 複数 の 表現 を使 い 分ける と き 、 そ れ らの 表現 を待遇表現 と い う。 」 と

定義付けをして い る 。 菊地 の 場合 ， 先の 二者 とは異 な り， 複数の表現 を使い 分け るが 基本的に

は同 じ意味で ある こ とを明示 して い る 。 菊地 に よる と待遇表現 はマ イナス
，

ゼ U
， プラ ス の 待

遇的意味 を持 ち，それ ら の 待遇的意味 を持 っ た表現が それ ぞれ 軽卑語 ，普通語，敬語 の よ うな

表現 にな る と述 べ て い る 。

1．2　待遇表現の 定義

　前節で の 考察か ら，本稿 で は以 下 の 定義の も と に待遇表 現 とい う言葉を使用す る 。

　表現主体が基本的に は 同 じ意味 の こ とを述 べ る の に
， 自分 ・相手 ・話題の 人物 な どの

人 間関係，表現場所の 状況や 雰囲気，表現形態な どを考慮し，そ れ らに応 じて 複数の 表

現の 中か ら適切 な待遇 的意味 を持 っ た表現 を選択 して 使 い 分ける と き，そ れ らの 表現 を

待遇表現 とい う。

　待遇 的意 味に マ イナ ス か ら プラ ス まで の 段階が あ る とす れ ば
，

ど の よ うな表 現 を取 り上

げて も，待遇的意味 を持つ こ とに な る 。
つ ま り，す べ て の 言 語 表現が ，何 らか の 待遇 的意

味 を持 つ 待遇表現 と言 うこ と に な る 。 しか し，すべ て の 言語表現 に つ い て 言及す る の は難 しい

た め，本稿で は敬語，その 中で も特に動詞に関わる表現の 形式 を取 り上げた い 。

　こ こで敬語 に つ い て考察し て お きた い
。 日本語教育学 会編 （1982）に よ る と敬語 とは 「待遇

表現の うちの 丁寧 な言 い 方 。 話 し手 ・書 き手が ， 聞 き手 ・読み 手 ， また は話題 の 人物 に対す る

待遇 配慮か ら使う丁寧な表現 。 」 と定義され て い る 。こ こ で 注意 した い の は
， 敬 語 と は敬意 を

表す表現で は な く丁 寧な表現 と して い る こ とで あ る 。

　辻村 （1980）は敬語 は必ず しも敬意 に 基づ い て 用 い られ る とは限 らな い こ と を指摘 し，例 と

して，敬意 を持た な い 上 司に対 してで も，公 的な場所で は敬語を用 い て話す とい うよ うな事実

がある こ と をあげて い る 。 宮地 （1985）は現代敬語 は社交的場面 に基づ い て 礼儀 の 意識で使 わ

れ る傾向が 強 い と述 べ て い るが ，こ れ は辻村の例 に もあて は まる もの で あ る 。

　本稿で 使用す る敬語 は 日本語教育学会編 に従 うもの で あ り，敬語 とい う文字か ら連想する よ

うな敬 う言葉 とい う意味で はな く， む しろ丁寧な表現 とい うこ とを意味す る 。 ただ し，
こ こ で

の 丁寧 な表現 とは
， 丁寧語 ω とは異 な り，配慮 の対象 を聞 き手だ けに 限 らな い

。

1．3　待遇表現 指導の 問題点

　日本語教育にお ける待遇表現の 指導に つ い て は
，

こ れ まで 様 々 な問題点が あげられ て い る が ，

もっ とも多 く指摘 され て い る こ とは待遇表現 の 中で も特に敬語の 習得の 難 し さで あろ う。

（2〕前

節の 定義か ら考察する と，待遇表現は様々 なこ とを考慮 しなが ら表現形式 を選択 せねばな らな

い
。 実際の 使用場面で は人間関係 ， 表現場所な ど に対す る様 々 な考慮の 他 に

， 瞬時 に適切 な敬

語形式 を判断 し，選択せ ねば な らな い と い う問題 も加わ る 。
こ の 判断は学習者個人 にゆ だね ら

れ る もので あ るが ， 学習者 はそ れぞ れ の文化背景を持つ こ とか ら， 必ず しも日本社会で 期待 さ
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れ る もの と同 じとは限 らな い
。 以上 の よ うな こ とか ら教室 とい う限 られ た 範囲で の 学 習で は，

敬語 の 習得は非常に困難な もの と推測 される。

　 しか し ， 初級 ない し中級 レ ベ ル の 学 習者 に対す る指導 で は，これ らの こ と以前 に解 決 されな

くて は な らな い 問題が ある と推測され る 。 そ の 問題 の ひ とつ として 指導す べ き待 遇表現が あ ま

り確立 され て い な い こ とが あげられる 。 北條 （1978）は初級段階で は敬語の どの よ うな形 を教

えるべ きかが見過 ご されて い る とい うこ とを指摘 して い るが ， 指導す べ き表現が確立 されて い

ない の は初級だ けで な く中級 に つ い て も同様で ある 。
こ れ は学習者の ニ ーズ に よ り指 導す べ き

表現が異 なっ て くる ため と推測 され る。つ まり， 学習者 別に指導す べ き待遇表現の 確立が必 要

で ある 。 現在 ，
ビ ジネス マ ン や接客業な ど特別 に敬語 を多 く必要 とす る学 習者 へ の 指導 ｛3）　Cま比

較的進 ん で い る が ，そ の 他の 日本語学習者の 日常生活に必要な買 い 物や銀行な どの 場面で 使用

され る 待遇表現の 指導はあ ま り行われ て い な い 。

　そ こ で本稿で は，日本語学習者の 日常生活 にお い て必 要な待 遇表現 の 形式を選定 した い
。

2　 待遇表現の形式

　本稿で は，待遇表現を 「変化形式」 と 「定型形 式」
［‘） の 2 つ に分 けた い 。 「変化形 式」 とは ，

あ る表現が
一

定の 規則 を持 たず に変化す る形式 で ある 。 「言 う」 か ら 「お っ し ゃ るj な どの 変

化が その 例 と して あげ られ る 。 「定型形式」 とは接辞 と語 〔5）で 成 り立 ち ，
こ れ らが ある

一
定 の

規則 を持 っ て 変化する 形式で ある 。 例えば
， 「お招 きくだ さ る 」の 場合は 接辞 「お」， 接辞 「く

だ さ る 」が基準 とな り，語 「招 く」だ けが マ ス 形 に 変化する とい うもの で ある 。 こ の 「定型 形

式」 は さらに 「接辞＋ 語」の 型 ， 「接辞＋ 語 ＋接辞」の 型 ， 「語＋接 辞」 の 型の 3 つ に分 け られ

る 。 ま とめ る と以下 の よ うに なる 。

一 く罪1驫継 一

た だ し ， 本稿で は挨拶 など の 定型表現 は取 り上 げな い もの とす る。

2．1 談話に お ける 待遇表現

　 こ こ で は買 い 物 や銀行 な ど実際の 生 活場面で の 談話 C6）　Oこ現 れる待遇表現の 形式 を考察 し，そ

の 特徴を明 らか に した い 。

　 『主婦の
一

週間』 はある主婦の
一

週 間の 行動 を追跡調査 した もの で あ り， 買 い 物 ， 銀行 ， 電

話で の 会話な ど 日常生活に 密着した 会話が 多 く， 日本語学習者の 日常生 活に 最 も近 い もの と判

断で きる 。 しか し
，

こ こ で の 登場人物 の ほ とん ど が 女性 で あ る こ とや ， 調査対象 とな っ た 主婦

の 行動範囲は限 られて い る こ とな どか ら，こ れ を補うため 『談話語デ
ー

タ」，『知識階層』を用

い た 。『談話語 デ ータ』， 『知識階層』の 場面 と して は研究室で の 先生 と の 会話 や仕事 を探 す場

面で の 会話な どが み られ た 。 以上 3 種類 は談 話の 文字化資料 で ある が，『敬語意識 』は 実際 の
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談話 を文字化 した もの で はな く， ある 場面設定の もと で 選択 され た表現を記録 したの もの で あ

る 。 こ れ は 道聞 きや病院な ど 3種類の 談話資料に現れ な か っ た 場面 を補 うもの と して 用 い た 。

　本稿で は尊敬の 待遇表現 の 形式を 「尊敬形式」 とし ， 謙譲の 待遇表現の 形式 を 「謙譲形式」

と呼ぶ こ と にす る 。 尊敬語に つ い て は宮地 （1976）な どの 説が定説 とな っ て い る が ， 謙譲語 に

つ い て は ，そ の 説は様 々 で ある 。 菊地 （1989）に よれ ば謙譲語は大 きく2 つ に分ける こ とが で

きる 。 話 し手が第三者 などの 補語を高める表現 と
，

一般 に聞 き手へ の 丁重 さを示す表現で あ る。

菊地 は前 者 を謙譲語 A と し，後者 を謙 譲語 B と した 。 本稿 にお い て も同様 に 「謙譲形式」 を

「謙譲 A 形式」と 「謙譲 B 形式」 とに分 ける こ とにする 。

・資料 1 は談話 に おける待遇表現の 形式の 出現回数 をま とめ た もの で あ り，資料 2 は資料 1 中

の 変化形式の みの 出現回数をまとめ た もの で あ る 。 資料 1， 資料 2 ともに尊敬形式，謙譲形式

（A ， B を含 む） に分 けて 出現 回数 を ま とめ た 。 表 の 括 弧内の 数 は尊敬 形式 と謙譲形式 の 合計

数で ある 。 談話に現れ た待遇表現 の 形式の うち ， 出現回数が 100以上 の もの を出現頻度 の 高 い

形式 と し
， 50未満の もの を出現頻度 の低 い 形式 とする 。

　談話資料 を出現 回数 ， 出現場面 と い う観点 から分析 した結果 ， 以下 の こ とが言 えよ う。

　（1）　 「お
一

にな る」，「一て い ら っ しゃ る」，「お っ しゃ る」 は出現頻度が 高 く，「お
一

にな る」，

　　　「一て い ら っ しゃ る 」に つ い て は 4 種 類 の 分析資料す べ て に現 れて い る こ と 。 また
，

　　　「お
一

い ただ く」は，あ ま り出現頻度 の高 い 形式 とは言 えな い もの の ，「
一

て い た だ く」

　　　 とほ ぼ 同じ場面で 使用 され て お り，こ れ らを合わせ て考 えれ ば出現頻度は高い とい うこ

　　　 と。

　（2）　 「一せ て い て だ く」，「一て お り （ます）」，「お 一 くだ さ い 」は 出現頻度が 高 い とい うこ

　　　と 。 また
，

こ れ ら に 加 え ， 「ご ざい （ます）」， 「お
一

で す」の 出現場面 は 店や病院な ど日

　　　常生活 に深 くかかわる場面で ある こ と。

　（3）　 「
一

て くだ さる」，「い ら っ し ゃ る」 は出現頻度が 高い うえに ，特別 な相手 だ けで は な く，

　　　親 しい 者同士 な ど に も広 く使わ れ て い る と言 うこ と 。

　（4）　 「
一

れ る／ られ る」は出現頻度が高 い デ
ー

タ と高い とは言えない デ
ー

タが あ り， そ の使

　　　用 に は 揺れが ある こ と 。 また 同様 に ，「お
一

する 」 も出現頻度 の 高 い デ ータ と高 い とは

　　　言えな い デ
ータ が ある こ と。

　（5）　 「亡 くなるj は 出現頻度の 高い 語彙で は な い が ，「死ぬ 」とい う意味を表す場面で は ，

　　　 す べ て 「死ぬ」で はな く 「亡 くなる」が使用 され て い る こ と 。

22 　 日本語教 科書に お ける待遇表現

　 こ こ で は初級及び中級の 日本語教科書に どの よ うな待遇表現の 形式が提出 されて い るか に つ

い て 考察 し， その特徴 を明 らか に した い 。

　分析 にあた っ て は，諸機 関で よ く使用 されて い る総合教科書で ある とい う条件を満た した 5

冊の初級教科書 と 3 冊の 中級教科書 c’1 を対象と した。
こ れ らの 日本語教科書の 会話 またはダイ

ア ロ グ部分 （以下 ， 会話部分 と略す る 。 ） と文型 ま た は文法説明部分 （以 下 ，文型部分 と略 す

る 。 ）に ，ど の よ うな待遇表現 が提 出され て い る か を分析 した。なお ， 前節と同様に挨拶な ど

の 定型表現は 取 り上 げな い もの とする 。

　資料 3 は 日本語教科書にお ける待遇表現 の 提出 回数 をまとめ た もの で あ り，資料 4 は資料 3
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中の変化形式の み の 提 出回数を まとめ た もの であ る 。 表の 括弧内の 数は尊敬形式 と謙譲形式の

合計数で ある 。 資料 3 中 の 形式の うち ， 上段は会話部分 に，下 段は文型 部分に提出 され て い る

もの で ある 。 なお ， 上下段 に 分かれて い ない もの は会話部分 に しか提 出され て い なか っ た もの

で ある 。 8冊の 日本語教科書 に提 出 され た待遇表現 の 形式の うち，提出回数が 30回以上の も

の を提出頻度の高い 形式 とし ， 10回未満 の もの を提出頻度の低 い 形式 とする 。

　日本語教科書 を提出回数 ， 提 出部分 と い う観点 か ら分析 した結果 ， 以下 の こ とが 言え よ う。

　（1）　 「お
一

に な る」，「い た だ く」 は 8 冊の 教科書すべ て に ，「お
一

す る」，「い ら っ し ゃ る」

　　　は 7冊 に
， 「一て くだ さ る」， 「一て い た だ く」は 6 冊 に提出 されて お り， そ れ ぞ れ提出

　　　頻度の 高い 形式で ある こ と 。

　〔2）　 「一て い らっ し ゃ る 」， 「お一
い た だ く」， 「お 目に かか る」， 「ご ざい （ます）」，「御存 じ」，

　　　「ご覧 にな るj， 「お り （ます）」 な どは提出頻度の 低 い 形 式で ある こ と 。

　（3） 提出回数その もの は多 くない が ， 「一れ る／ られ る」，「一せ て い た だ く」は 会話部分よ

　　　 りも文型部分で 多 く提出 され て お り，「お 一くだ さい 」，「一て お り （ます）」 は文型部分

　　　よ りも会話部分で多 く提 出 され て い る こ と。

　（4）　 「お っ し ゃ る」，「な さ る」 に つ い て は 7 冊の 教科書 に
， 「い た し （ます）」 に つ い て は 8

　　　冊 の 教科書す べ て に提出 されて い る が ， 全体的な提 出 回数は多くな い こ と 。

　（5＞　 「くだ さる」，「さ しあげ る」な ど主 に初級教科書 に提出 され て い る もの と 「申し （ます）」，

　　　「うかが う」， 「ま い り （ます）」な ど主 に 中級教科書に 提 出 され て い る もの と に 分け ら れ

　　　る こ と 。

3　 日本語学習者 に 指導すべ き待遇表現

3．1　選定の基準

　 日本語学習者 に 指導すべ き待遇表現の 形式 を選定する た め に
， 2」 で 考察 し た 談話にお ける

待遇表現 の 形式 と 2．2 で 考察 した 日本語教科書 にお ける待遇表現 の 形式 との 間に ど の様 な差 が

ある の か を比較 した い 。 差 の タイプ と して 以下の 4 種類 が考 え られ る 。

　（1） 談話の 出現頻度，日本語教科書 の提 出頻度共に高 く，両者の 間に差が ない もの 。

　（2） 談話の 出現頻度，日本語教科書の 提 出頻度共に低 く，両者の 間に差が な い もの 。

　（3） 談話の 出現頻度 は高 い が ， 日本語教 科書の 提 出頻 度は 高くな い た め差 が ある もの 。

　（4） 談話の 出現頻度は低 い が ，日本語教科書の 提出頻度は低 くな い た め差がある もの 。

　（1）は出現頻度が高 い こ とか ら形式 の 重要性が 認め られ ， 提出頻 度が 高い こ とか ら形式の重要

性 の 高 さが評価 され て い る もの と推測 され る 。 本稿にお い て も（1）の 形式の 重要性 を認め
， 日本

語学習者に 指導すべ き形式 とする 。 また
， （2＞は出現頻度が 低い こ とか ら形式 の 重要性が 低 く，

提 出頻度が 低い こ とか ら形式の 重要性 の 低 さが 認め られ た もの と推測 され る 。 本稿で は   の 形

式が 日本語学習者の 日常生活 との 関わ りの 深 い 場 面で 出現する な らば指導すべ き形式 とする 。

　（3）， （4）は出現頻度 と提出頻度の 間に差が ある もの で ある 。 こ こ で の 差が大 きければ大 きい ほ

ど実際の談話 で の 形式 と指導 して い る形式 とが 離れ て い る とい うこ とで ある 。 本稿で は 日本語

学習者の 日常生 活 に必要 な待遇表現 を考察する た め
， 主 に 談話で の 出現頻度 を重視する 。

つ ま

り，（3）で は従来指導して い なか っ た形式 を新た に指導すべ き形式 と して 加 える こ と に なるが ，

315

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

6 匕1 直 美

（4）で は従来指導 して い た形式 を指導 しな くて もよ い 形式 と して取 り除 くこ とになる 。

3．2　指導すべ き待遇表現の 選定

　 こ こ で は前節の 基準を もと に 日本語学習者に指導す べ き待遇表現の 選定を試み た い
。

　 まず，（1）の 出現頻度，提 出頻度共 に高い 形式に つ い て 考察した い
。 尊敬形式で は 「お

一
に な

る」， 「一て くだ さる」，「い らっ し ゃ る」の 3 種類で あ り，謙譲 A 形式で は 「一て い ただ く」，

「お
一

する」，「い た だ く」 の 3種類 で ある 。 謙譲 B 形式で は（1）の 形式 は見 られ なか っ た 。 また
，

「お 一
です」は厳密 に は（1＞に属 さな い が ，出 現頻度，提 出頻度共 に低 い 形式 で は な い

。 店員 と

客 など の 会話で 現れて い る こ とか らも日常生活 と の 関わ りの 深 い 形式 と判断で きる 。 こ の こ と

か ら ， （1）の 6種類の形式に 「お
一

で す」を加えた 7種類の形 式の 重 要性 を認め， 日本語学習者

に 指導す べ き形式 と して 選定す
1
る 。

　次に  の 出現頻度，提出 頻度共 に低 い 形式に つ い て 考察 した い
。 尊敬形式で は 「お

一
くだ さ

る 」， 「御存 じ」，「ご覧 に な る」， 「亡 くな る」 の 4 種 類で ある 。 謙譲 A 形式で は 「お 一
い た だ

く」， 「一て さ しあげる 」， 「拝見す る」， 「お 目に か か る」， 「お 一申 し上 げ （ます〉」，「存 じ上 げ

（ます）」の 6 種類 で あ り，謙譲 B 形式 で は 「お
一

い た し （ます）」，「
一

て ま い り （ます ）」，

「お一願 い （ます）」， 「お り （ます）」， 「存 じ （ます）j， 「か しこ ま り （ました）」，「あが る」の

7種類で あ る 。
こ れ らの 17種類の形式の うち 「亡 くな る」は 「死ぬ 」 とい う意味 を表す場面

で は，すべ て 「死ぬ」 で は な く 「亡 くな る」が使用 され て い る こ とか ら
， 出現頻度 は低 い もの

の 重要な形式で ある と判断で きる 。 また ， 「か し こ ま り （ました）」は店員 と客との会話で多 く

現 れ て い る こ とか ら 日常生 活 と の 関わ りが深 い もの と判断で きる 。 また
， 「くだ さる」，「うか

が う」， 「申 し （ます）」， 「ま い り （ます）」 は厳 密 に は （2）に 属 さな い 。 しか し ， 「くだ さ る 」に

つ い ては 「くれ る」 は定型形式 とは結び つ かない ため，そ の 尊敬形式は 「くださる」だけで あ

り，「ま い り （ます）」に つ い て は 「行 く」の 謙譲形式 は定型形式 とは結 び つ か な い ため ，「ま

い り （ます）」だ けで ある 。 「うかが う」 に つ い て は 「聞 く」， 「尋ねる 」， 「訪 れ る」 など多 くの

意味に対応す る こ とか ら重要であ る と判断で きる 。 「申し （ます）」に つ い て は電話な ど の 会話

で 現 れ て い る 。 日常生活 で 電話 は不可欠で ある こ と に加 え
， 学習者の 日常生 活で は 自己紹介 を

行 う機会 も多い こ とが 予想 され る 。以上 の こ とか ら 「亡 くな る」， 「か し こ ま り （ました ）」に

「くだ さる」，「うか が う」，「申し （ます〉」，「まい り （ます）」を加えた 6 種類の 形式を指導す

べ き形式 として選定す る 。

　次 に（3）の 出現 頻度 は高 い が ，提出頻度は 高 くな い 形式に つ い て考察した い
。 尊敬形式で は

「お一 くだ さい」， 「一れ る／られる」， 「一て い らっ し ゃ る」， 「お っ しゃ る」， 「な さる」の 5種類

で ある 。
こ の うち，差 が顕著であ っ た形式は 「

一
て い ら っ しゃ る」，「お っ しゃ る」 であ り，特

に 「一て い らっ しゃ る 」 に つ い て は提 出頻度 は低 い 形式で ある 。 「一て い らっ し ゃ る 」 は 4種

類の 談話資料すべ て に現れ て い る こ とか ら，日常生活で よ く使用 され て い る こ とが わか る 。 ま

た ， 「お っ し ゃ る」に つ い て も 『敬語意識』を除 くす べ ての 談話資料に現れ て い る 。 『敬語意識』

で 全 く現れ て い な い の は 「お っ し ゃ る」 を選択す る場面設定が 行わ れ て い な い ため と推測 され

る 。
こ の こ とか ら 「お っ し ゃ る」も日常生活で よ く使用 され て い る もの と判断で きる 。 「お

一

くだ さ い 」 に つ い て は 『主婦 の
一

週間』で は 出現頻度 が低 くな っ て い る もの の 全体的に は出現

頻度の 高い 形式 とな っ て い る 。 相手に物事を勧め る場面や 相手の 間違 い を婉曲に訂正 する場合
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な ど に 多 く使 わ れ て い る こ とか ら も形 式の 重 要性 を認 め る こ とが で きる 。 「一れ る／ られ る」

に つ い て は全 く提出 され て い な い 教科書 と多 く提出 され て い る教科書 とに大別で き，揺れ の あ

る 形式で ある と言え よ う。 しか し ， 談話 に お ける 出現頻度 に加 え
， その 規則性 や 将来性 な ども

ふ まえて考察すれ ば
， 「

一
れ る／ られ る」は指導すべ き形式で ある と言えよ う。 「な さる」に つ

い て は出現頻度 に加 え，「名詞 ＋ す る」 とい う形 の 動詞す べ て と結び付 くこ とか ら形式 の 重要

性 を認め る こ とがで きる。次 に（3＞の 謙譲 B 形式 と して 「一せ て い た だ く」 が あげ られ る 。 こ

の形式は 4種類 の談話資料 すべ て に現れ て い る こ とか ら 日常生活で よ く使用 さ れて い る もの と

判断で きる 。 また ， 「一て お り （ます ）」， 「い た し （ます）」は 4 種類の 談話資料す べ て に 現れ

て お り，「一て お り （ます）」 に つ い て は店や病院な ど 日常生 活 と の 関わ りの 深 い 場面で使 用さ

れ て い る 。 また ， 「い た し （ます）」に つ い て も 「名詞＋ する」 とい う形の 動詞すべ て と結び付

くこ とか ら形式の 重要性 を認め る こ とが で きる 。 なお ，（3）に該 当する謙譲 A 形式 は み られ な

か っ た 。 また，厳密には（3）で は な い が ， 「ご ざい （ます）」は 店員と客との あ い だ で 多 く現れ て

い る こ とか ら日常生 活 と の 関わ りが深 い も の と判断 で き る 。 以 上 の こ とか ら 「お 一 くだ さい 」，

「一れ る／ られ る」， 「一て い らっ し ゃ る」， 「お っ し ゃ る」， 「な さる 」， 「一せ て い た だ く」， 「一

て お り （ます）」，「い た し （ます）」 に 「ご ざい （ます）」 を加えた 9種類の形 式を新た に加え

指導す べ き形式と して選定す る。

　次に（4）の 出現頻度 は低 い が ，提 出頻度 は低 くな い 形式 に つ い てで あ るが ，こ れ に相当す る形

式 は尊敬形式 ， 謙譲 A 形式，謙譲 B 形式 の い ずれ もみ られ なか っ た 。

　以上 の こ とか ら日本語学習者の 日常生 活に は次 の 22種類 の待遇表現の形 式が 必要で あ り，

指導す べ きで ある と考 え る 。

　（1） 尊敬形 式に つ い て は 「お
一

に なる 」， 「お 一で す」， 「
一

て くだ さ る」， 厂お
一

くだ さ い 」，

　　　「一れ る／ られ る」，「一て い らっ し ゃ る」，「い らっ し ゃ る」，「お っ しゃ る 」， 「な さる 」，

　　　「くだ さる」，「亡 くな る」 の 11種類の 形式で ある 。

　   　謙譲 A 形式 に つ い て は 「一て い た だ く」， 「お 一す る 」， 「い た だ く」，「うか が う」 の 4

　　　種類の形式で ある 。

　（3） 謙譲 B 形式 に つ い て は 「一て お り （ます）」， 「一せ て い た だ く」， 「い た し （ます）」，

　　　「申し （ます）」， 「まい り （ます〉」，「ご ざい （ます）」， 「か し こ ま り （まし た ）」の 7種

　　　類の 形式で あ る 。

　 こ れ らの 形式 は 日本語 学習者が 日常生活で 必 要 となる 最低限の 待遇表現 の 形式で ある ため
，

学習者の 必要 に応 じて指導する形式を増や すこ とも考 えね ばな ら な い
。

4　 ま とめ と今後の 課題

　これ まで の 日本語教育にお ける待遇表現の 指導で は学習者 に 指導す べ き形式 の 確 立が 成 され

て い なか っ た 。 その 理由 として待遇表現の 形式が 多い こ とや学習者に よ り必要性が 異なる こ と

などが推測 され た 。 指導 すべ き形式 を確立する ため に は対象 となる 学習者 を設定す る こ とが必

要で あ り，本稿で は ビジ ネス マ ン な ど の 待遇表現の 必要性の 高 い 学習者 で は な く一
般 の 初級な

い し中級学習者を対象と し， 買 い 物 な どの 日常生活に必要な待遇表現に つ い て 考察 した
。

こ の

日常生 活に 必 要な待遇表現 とい う観点か ら実際の 談話に お ける 待遇表現 と 日本語教科書に お け
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る 待遇表現 との 差 を比較，考察 した うえで ， 22種類の 待遇表現 の 形式 を指導すべ き形 式 と し

て 選定 した 。

　今後は こ れ ら の 形式を指導する順序や段 階が問題 とな っ て くる 。 また
， 本稿 で は プ ラ ス の 待

遇 表現 を中心 に考察を行 っ た た め ，指導すべ き待遇表現の 形式 と して 22種類 の 形式 しか取 り

上げなか っ たが ， 日常生活 に必 要な待遇表現は プラ ス の もの ばか りで は ない 。 ゼ ロ または マ イ

ナス の 待遇表現の 研究 も必要で あ り，プラ ス の 待遇表現 の研究を含め ，よ り新 しい 談話資料の

分析を行わな けれ ばな らな い
。 以上 は今後の 課題 として研究 を行い た い

。
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資料

〈 談話に お け る待遇 表現 の 形 式 〉

資料 1 − 1 （尊敬形式〉

        合計

変化形式 293061 ア613524
お一

に なる 35B1241332617
お一にな られ る 156 21
一

て くだ さる 3566174122
お一

くだ さい 8515161ll ア

お ／ ご一 43521161
一れ る／ られ る 19ア 5057 304
お 一

で す 56516 77
一

て い ら っ し ゃ る 13143882246
お
一

くだ さる 93ll326
一

て お い で に なる 1 1

合 　計 　 802q882

）

　 ア53

（1275）

535

（9ア5）
26

（57）
2116

（4189）

資料 1 − 2 （謙譲形式）

        合計

変化形式 267244202lo723
一

て い た だ く 4458445lo584
お
一

す る 18680462314
一せ て い た だ く 864 ア 52140
お一

い た し （ます） 14138338
一て お り （ます 〉 37401 】61194
お 一い ただ く 137 20
お一

申 し上 げ （ます） 2 1 3
一

て まい り （ます） 38314
一

て さ しあ げる 42 6
お
一

ねが い （ます） 30 7 37
合 　計 1080G882

）

　 522q275

）

440

（975）
31

（5ア）
2073

（4189）

  『敬語 と敬語意識
一

岡崎 にお ける 20年前 との 比較
一
』

  「主 婦の
一週 間 の 談話資料解 説 ・

本文編 』

  国 立国 語研究所言 語処理 デ
ー

タ 集 4 『談 話語の 実態』 デ
ー

タ

  『日本人の 知識階層 に お ける 話 し こ とば の 実態』

〈 談話 に お け る 変化形 式 〉

資料 2 − 1 （尊敬形式）

        合計

い ら っ し ゃ る 199770ll197
お っ し ゃ る 109371147

くだ さる 144 9
み え る 524 11

な さ る 261401104
御存 じ 224 8
ご 覧に な る 46 lo

め す 5 5

め しあ が る 164 20

亡 くな る 67 13
合　計 　 29

（296）
306

（550）
　176

（378）
13

（23）
　 524
（1247）

  『敬語と敬語意識
一

岡崎における 20年前 との比 較
一
』

  『主婦の
一週 間 の 談話資料解説 ・本文編』

  国立 国語研究所言語処 理 データ集 4 『談話語 の 実態』

　 データ

  『日本人の 知識階層 に お ける話 しこ とば の 実態1

資料 2 − 2 （謙譲形式）

        合計

い た だく 12667295227
あ が る 23 5
うか が う 42617 47
も う し （ます ） ll3616 63
申 し上 げ （ます） 211815 54
まい り （ます） 391712169
ご ざい （ます ） 382524188
お り （ます ） 6233142

い た し （ます ） 童840421101
存 じ （ます〉 1 5 6
存 じあげ （ます） 1 1

拝見す る 142 7
拝 聴す る 1 玉

お 目に か か る 3115
か しこ まり（ました） 13 4
うけたまわ る 21 3
合 　計 267

（296）
244

（550）
202

（378）
　10
（23）

　 723
（1247）
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〈 日本語教科書 に お ける 待遇表現の 形式 〉

資料 3 − 1 （尊敬形式〉

          （a 〕 （b＞ 〔C ）小計 合計

変化形式 4815Hi26956

14633lo13857ll3
お一になる 2612311218

9132281213856
一て くださる 2232153119

514 27 2G39
お
一

ください 111 63 416
15 5ll2 ア

お／ご
一 1 142 19

33 221ll20
一

れる／られる 2 31 6

63 112 1319
お
一で す 1 2 317

4 1442 】522
一
てい らっしゃる 1 112 5

21 38
お
一

くださる 1 1112

合 計 44
〔6B）

37
（60〕

22
（42〕

16
（33）

　 48qo8
♪

　 67q56
）

44
（73）

28
〔96）

306
（636

資料 3 − 2　（謙譲形式）

          ぐa ） （b ） （c 〕小計 合計

変化形式 435513461353
8 ア 4 153542093146

一て い ただ く 1131564425
212il36

．
2550

お
一

い ただ く 1122
お
一
する 73 310ll2844

32332133H4084
一
せてい ただく 11 1 21 】 7

3312 ］ 1017

お
一

い たしはす） ［ 1 13
2 136

一て おり（ます） 1612212

［ 1 2i4
お一申しh デぽお ［ 1

1 12
一
てまい りは す） モ 11

一
て さしあげる 2 2

14 57
一てあがる 1 11

お
一
願い ぼす） 2 22

合 計 24

（68）

23

（60）

20

（42）

17

（33〕

　 60

（108）

　 呂9q56

）

29

（73）

6B

（96）

330

（636）

  『日本語 （に ほ ん ご／ に っ ぽ ん ご ）』   r日本 語 初 歩 亅   噺 日本 語 の 基 礎 1 ・
珂

  ・i n
・

anese   JARANESE−EQILIMill］
（a）『現 代 日本語 コ

ー
ス 中 級 1 ・H亅

（c ＞『日 本 語 中 級 1 』

（b＞INTENSIVERIE 　IN　APANESE 　INTERMEDIATE

資料 4 − 1 （尊敬形式〉

〈 日本語 教科書 に お け る変化形 式 〉

　　　　　　　　　　　　　　　　 資料 4 − 2

          （a ）（b｝（c ）合計

くだ さる 121124 11
い らっしゃ る 5 13 ア 123435
お っ し ゃ る 211 342114
なさる 33 2229324
御存 じ 111 21 6
召 し上が る 21 33 110

ご覧に なる 21 】 1 5
おい で に なる 1 2 3
おみ えに なる 1 1 2
おめ し に なる・ 1 1
亡 くなる 1 1 2

合　計 16
〔30）

12
〔24）

　 4
（13）

　 6q3
）

20
〔49）

32

〔66）

14

（22）

　 9

〔42）

113

（259）

  「日本語 （に ほ ん ご／ に っ ぽ ん ご）」

  『日本語初 歩』

  『新 日本語 の 基礎 1 ・H』

  An 　lntroducti・ n 　tQ　Modern 　 a　 anese

（謙譲 形 式 ）

  一 一

（a＞『現代 日本語 コ ース 中級 1 ・H 』

（b＞Ils：［IE）ISIYE．9Ql9
（c ）『日 本語中級 1 』
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